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た場合どのような対応をされますか」という質問への回答は、「通常の診療のみ」が5．1％  

（104／／2，041））、「診療後関係機関に通告する」が77．4％（1，586／2，049）、「保護者に関係機  

関に相談するように指導する」が9．7％（198′′／2，049）であった（図5）。  
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図5：もし虐待を疑わせる子どもが受診したらどうしますか  

（対象：虐待例の経験がない医師2，049名）  

（2）児童虐待例に遭遇した経験のある医師  

児童虐待例に過去に遭遇した経験のある医師299名を対象とした「遭遇した事例ごとにそ   

の対応についてお答えください▲」という質問への回答は、「通常の診療のみ」が29．0％（171  

59（））、「診療後閑係機関に通告した」が46．6％（275／／590）、「保護者に関係校閲に相談す   

るように指導した」が9．2％（54ノ／′う90）であった（複数例経験のある医師があり、事例数   

は計5別〕例となっている）（図6）。  

図6：遭遇した事例にどう対応しましたか  

（対象：虐待例の経験のある医師299名、遭遇事例の合計590例）   
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7：過去に遭遇された児童虐待例の内訳   

児童虐待例に遭遇Lた経験のある医師29t）名を対象に、遭遇した例数、虐待の椎類、虐吊り〔   

例への対応で困惑Lたカなどについて質問した。   

「′「までに何例遭遇されましたか」という質問のl河答は、l例が44．5％（133／ノ2t）（））、2例   

が25．4％（7（；′2リ〔））、ごう例が15．1％（∠15′2リ！））、′1例が4．3％（1ニ〕／′299）、5例以上がH．7％  

（2（う 29り）であ／）たく〕  
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遭遇された虐待例の総数は590例であった（。虐待の種類では、身体的虐待が70．7％（417／ 

590）、ネグレクトが13．4％（79／′ノ590）、心理的虐待が5．9％（35／／′590）、性的虐待が3．1％  

（18 5糾〕）であった。   

虐待例に遭遇Lた時期は、最近1年以内が20．0％（119／／′／590）、1～3年前が28．（；％（169   

59（））、3＼ノ5年前が17．3％（102／／／590）、5年以上前が30．8％（182／590）1であった、）   

r児童虐待の事例を診察して困られたことは何ですか（複数回答可）」という質問に対する  

回答は、「虐待の判断ができにくい」が49．8％（149／／299）、「‾保護者への対応が雉しい」が  

f汀．6％（202／／′299）、「相談する相手がいない」が5．4％（16ノ∴／299）、「‾連絡する関係機関がわ  

からないjが1：う．′4％（40／299）、「時間をとられる」が15．7％（47′／／299）、一関係機関の対応  

が不仁分」が18．7％（56ノ／ノ299）などであった（図7）。  

図7：虐待事例の診察上困ったことは何ですか  

（対象：虐待事例の遭遇経験のある医師299名）  
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l〉：考察   

今回のアンケート調査の回収率は37．3％とやや低めであったが、診療科別では小児科の回収  

率は57，0％であ り、児童虐待に対する関心の程度や日常診療で小児を診察Lている割合などに  

より診療科によ射叶収孝に差がみられたものと考えられる。   

恒】答していただいた2，348名の先生方と回答なしの3，9∠i3名の先生方との間にブループとして  

差異があるのかどうかは不明であり、今回の調査結果の分析が必ずしも広島県医師会全体の実  

情を反映しているとはいえないが、上記の調査結果をもとに若干の考察を加える。   

児童虐待例の過去の遭遇経験に関、Lて、診療科ごとに経験の有無を調査すると、図3のよう  

に小児科1笑の54．り％、脳神経外科医の36．0％、精神神経科医の29．0％に遭遇経験があるしJ内科  

医ではご4．0％、外科医では7．0％のみが虐待例を綻験している。Lかし虐待例を経験した2リリ医（7）  

内訳では、多い川則二、小児科1＝医、内科40医、精神神経科35医、外科26医、整形外科25医、脳  

神経外科］L6医、皮膚科12侯であり、実際の虐待事例の経験数としては内科が第2位、外件が節  
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4位をしめている（図4）。内科、外科で小児を診察している割合は不明であるが、多くの虐待  

事例が内科、外科を受診しているものと推察される。   

児童虐待例の遭遇経験のある医師の方が、経験のない医師に比べて、児童虐待への関心度が  

高く、児童虐待に関する知識、児童虐待等に関する法律に関する知識が豊富であることは調査  

結果からも明らかであるが、児童虐待の発生要因、その防止策、医師として取り組むべき課題  

に関する質問の回答には、虐待例の経験の有無による差はなかった。   

児童虐待例への対応については、「診療後関係機関に通告する」という回答が、虐待例の経験  

のない医師では77．4％を占めているが、経験のある医師では46．6％であった（図5、図6）。教  

科書的には通告するのが当たり前であるが、実際の事例に遭遇した時には通告できなかったと  

いう複雑な事態になっている。図7に示すように、虐待事例の診察上困ったこととして、「保護  

者への対応が雉しい」「虐待の判断ができにくい」「関係機関の対応が不十分」「時間をとられる」  

「連絡する関係機関がわからない」「相談する相手がいない」などの回答から、虐待例に遭遇し  

た医師が問題を一人で抱え込んで、関係機関に気軽に相談できなかったという状況がうかがわ  

れる。   

今回の調査では、主に過去5年間の虐待例の遭遇経験を調査した。．」この中には児童虐待の防  

止等に関する法律（平成12年11月20日施行）が制定される以前の事例が50％以上含まれており  

ほとんどの事例は広島県内の32医療機関よりなる虐待相談・診療協力医療機関ネットワークが  

本格的に機能する以前のものであった。現在では、児童相談所を中心に、弁護士会、子ども虐  

待ホットライン広島（民間ボランティア団体）、協力医療機関ネットワークの連携のもとに、虐  

待事例へのきめ細かい対応が効果的に行われ、被虐待児およびその家族への対応が積極的にな  

される事例も数例でてきている。  

∨：おわりに   

広島県地域保健対策協議会児童虐待対策特別委員会の今後の課題は、現在32医療機関で構成  

されている虐待相談・診療協力医療機関ネットワークをさらに充実させ、新たに協力していた  

だける医療機関を募るとともに、このネットワークに関する広報活動を広く展開し、一般地域  

医療機関（かかりつけ医療機・関）や保育園・幼稚園・学校関係者および保護者が気軽に相談で  

きる窓口を広島県医師会内に設置することにある。さらに、児童虐待対応マニュアルを作成し、  

医師を対象とした研修会や事例検討会を開催し、児童相談所を中心とした各関係棟関の連携を  

さらに深めることが緊急の課題である。  

文献：  

1） 田中義人：児童虐待・思春期対策特別委員会一児童虐待部会報告書（平成14年度）一  

広島医学 56㈹：798－799，2003．   

2） 田中義人、石井トク：子育て支援体制検討特別委員会一育児に関するアンケート調査結  

果報告（第一報）－．広島医学，49㈹：1555－1564，1996．   

3）田中義人、横尾京子、新田康郎、桑原正彦、川本功一、永井大介：働いている母親の育  

児に関する悩み．保育と保健，3（2）：59－60，1998．   

4）田中義人：おかあさんの本音．保育と保健，5（2）：60－62，2000・   

5）田中義人：子どもの虐待．広島小児保健，14：2－11，2001．  

－315一   



（10）2004年（平成16年）9月5日 広島県医師会速報（第1878号）附録 昭和26年8月27日 第3種郵便物認可  

＜平成16年度子ども虐待等の相談・診療に関する協力基幹病院＞  

病  院  名   担 当 者   部署・役職   電話番号   

国家公務員共済組合連合会 広島記念病院   岸  高 正  小児科医長   082－292－1271灯U   

広島市立舟人病院   久 保 童 子  小児心療科主任技師  082－232－6195（帽   

広島市立広島市民病院   伊予田 邦 昭  小児科主任部長   082－22卜2291灯匂   

広島赤十字・原爆病院   西  美 和  副院長   082－241－3111灯℃   

医療法人あかね会土谷総合病院   脇  千 明  小児科部長   082－243－9191（代   

広島逓信病院   川 野 妙 子  小児科医長   082－2Z4－5308 直   

広島鉄道病院   松 浦 良 二  小児科部長   08Z－262－1177 直   

総合病院福島生協病院   徐  一   小児科鳶β長   082－292－3171㈹   

県立広島病院   福 原 里 恵  新生児科医長   082－254－1818 ㈹   

マツダ株式会社マツダ病院   柏  弘  小児科部長   082－565－5026 直   

独立行政法人国立病院楼構 呉医療センター   田 中 丈 夫  ／ト児科医長   0823－22－3111㈹   

独立行政法人労働者健康福祉機構 中国労災病院  清 水 浩 志  小児科部長   0823－72－7171㈹   

国家公務員共済組合連合会 呉共済病院   溝 口 信 行  小児科医長   0823－22－2111㈹   

独立行政法人国立病院機構 福山医療センター  池 田 政 憲  ′ト児科系部長   084－922－0001㈹   

日本鋼管福山病院   村 上 暢 子  ′ト児科′ト児神経専門部長  084－945－3106 灯旬   

尾道市立市民病院   佐 藤 正 義  小児科医長   0848－47－1155 ㈹   

厚生連 尾道総合病院   佐々木 伸 孝  小児科主任部長   0848－22－8111㈹   

公立みつぎ総合病院   横 山 泰 三  小児科医長   08487－6－1111㈹   

総合病院 三原赤十字病院   福 本  晃  総務課人事係主任   0848－64－8111㈹   

日立造船健保組合 因島総合病院   松 原 恒 則  小児科医師   08452－2－255Z（㈹   

独立行政法入国立病院楼構 大竹病院   岡 畠 宏 易  小児科医長   0827－57－7151㈹   

済生会広島病院   西 尾 陽 介  ′ト児科医長   082－884－Z566 ㈹   

厚生連 帝島総合病院   中 畠 千恵子  小児科主任部長   0829－36－3111㈹   

広島医療生活協同組合 広島共立病院   東  浩 一  小児科医長   082－879－1111 代）   

広島市立安佐市民痛院   和 合 正 邦  小児科主任部長   082－815－5211㈹   

厚生連 吉田総合病院   守 屋  真  小児科医師（副部長）   08Z6－42－0636 ㈹   

独立行政法入国立病院機構 東広島医療センター  下 田 浩 子  小児科部長   082－4Z3－2176（㈹   

県立安芸津病院   江 口 恭 慈  小児科部長   0846－45－0055 ㈹   

公立世羅中央病院   大 北 和 彦  小児科医長   0847－22－1127（帽   

厚生連 府中総合痛院   駒 澤  徹  ′ト児科   0847－45－3300（㈹   

稔合痛院 庄原赤十字病院   大 谷 英 之  ′ト児科医師   0824－72－3111㈹ 

市立三次中央病院   大 西 博 之  小児科医長   0824－65－0101㈹  

協力基幹病院は、連絡先を公表し、古間係機関からの相談に応じて、子どもの虐待等の問題を抱えた家庭に対応し、  

支援する役割を担います。  
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「児童虐待の防止等に関する法律」に基づく通告先一覧（16．6，17現在）  

居住（所在）区分   

広島市児童相談所  
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医療機関を中心とした子ども虐待対応のためのネットワーク概念図  

救急・消防機関など  学校・保育所・幼稚園  

（県）地域事務所厚生環境局   

（市）福祉事務所  一 般 地 域 医 療 機 関  
（かかりつけ医）  

児 童 委 員  

保 健 所  

市町村（保健センター）  

◎一時保護（入院）委託  
◎診断（医学的証明）依頼  

児 童 相 談 所  
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虐
待
対
策
特
別
委
員
会
を
設
 
 

け
、
医
療
機
関
が
他
の
専
門
機
関
や
民
間
団
体
と
の
協
 
 

力
休
制
の
卜
に
連
携
を
深
め
、
よ
り
効
果
的
に
望
里
虐
 
 

待
に
対
応
す
る
こ
と
を
日
的
と
し
た
、
・
仏
烏
県
内
の
記
 
 

医
療
機
関
よ
り
な
る
虐
待
相
談
・
診
漆
協
力
機
関
ネ
ッ
 
 

ト
［
ノ
ー
タ
を
構
築
し
た
。
こ
り
ネ
ッ
1
「
ワ
ー
ク
の
紹
介
 
 

も
含
め
、
望
里
虐
待
対
策
特
別
警
貝
会
の
3
年
間
の
活
 
 

動
内
容
等
を
報
告
す
る
ー
り
 
 

論
（
提
言
）
 
 
 

結
 
 

1
 
医
師
の
意
識
啓
発
 
 
 

医
師
は
、
学
校
で
の
健
診
や
H
常
の
諺
療
の
場
で
、
 
 

巾
接
、
′
†
ど
も
や
保
護
者
と
接
す
る
機
会
を
有
し
て
お
 
 

り
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
不
自
然
き
や
違
和
感
に
〝
気
 
 

広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
 
 
堀  ∠：さ⊥  

二Z＝  

江 をこ  

正曜  

トニJ  
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づ
／
＼
〟
 
こ
と
が
叫
能
で
あ
る
っ
 
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
 
 

に
そ
の
 
り
気
づ
き
″
 
を
児
童
の
安
全
の
確
保
や
′
ナ
育
て
 
 

中
の
保
護
者
へ
り
支
援
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、
〝
気
 
 

づ
く
″
 
た
め
の
日
頃
か
ら
の
 
「
点
識
（
睨
点
）
」
 
の
醸
成
 
 

と
気
づ
い
た
場
合
の
保
話
者
へ
の
適
切
な
「
助
言
」
、
あ
 
 

る
い
は
関
係
機
関
へ
の
 
「
連
絡
（
通
告
）
」
が
必
要
で
あ
 
 

る
∩
 
 

預
 
 

て
い
る
も
の
り
、
コ
特
別
委
員
会
で
・
冥
施
し
た
ア
ン
 
 

ケ
ー
ト
．
調
査
の
結
果
か
ち
は
、
そ
り
 
〝
気
づ
き
″
 
が
、
 
 

必
ず
し
も
関
係
横
間
へ
適
切
に
連
絡
さ
れ
て
い
る
と
は
 
 

言
い
が
た
い
‥
】
ま
た
、
子
ど
も
虐
待
の
ひ
・
で
っ
で
あ
る
 
 

、
ネ
グ
レ
ク
ト
 
（
違
育
の
怠
慢
■
放
棄
。
子
ど
も
の
健
康
 
 

管
理
や
治
療
に
対
す
る
保
護
者
犯
意
憧
・
放
棄
の
場
合
、
 
 

医
療
ネ
グ
レ
ク
ト
と
こ
わ
れ
る
。
）
 
の
場
合
に
憬
、
そ
れ
 
 

に
 
〝
気
づ
／
＼
．
″
 
こ
と
さ
え
難
し
く
、
診
墟
に
」
た
っ
て
 
 

細
心
の
注
責
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
複
数
の
関
係
 
 

磯
閲
と
の
情
報
交
絶
や
共
有
に
よ
り
、
初
め
て
′
ナ
ど
も
 
 

虐
待
で
あ
る
可
能
性
か
明
ら
か
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
 
 

一
る
．
し
 
 
 

こ
の
た
び
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配
布
す
る
 
 

こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
の
指
針
と
し
て
、
 
 

健
診
あ
る
い
は
診
療
の
場
に
お
け
る
気
づ
き
の
視
古
茅
－
 
 

持
つ
こ
と
の
重
要
性
、
保
護
室
へ
の
助
。
U
や
関
係
機
関
 
 

と
の
連
携
の
必
要
性
、
さ
ら
に
は
通
告
表
蕗
七
守
秘
義
 
 

務
の
関
係
等
に
つ
い
て
研
修
を
宴
醸
し
、
医
師
ひ
と
り
 
山
人
の
意
識
啓
発
を
図
る
 

こ
と
が
必
要
で
あ
る
り
 
 

3
 
子
ど
も
虐
待
対
策
連
絡
会
議
の
継
続
開
催
 
 
 

子
ど
も
虐
待
防
止
に
向
け
た
取
紀
み
が
全
県
域
で
行
わ
 
 

れ
る
た
め
に
は
、
協
力
耗
軒
病
院
が
相
キ
に
連
携
す
る
と
 
 

と
も
に
、
各
地
域
で
は
協
力
塵
幹
病
院
を
小
心
に
関
係
機
 
 

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、
多
角
的
か
つ
一
休
 
 

的
な
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
 
 
 

現
在
、
」
特
別
委
員
会
で
は
、
協
力
其
幹
病
院
や
関
係
 
 

者
で
構
成
す
る
「
子
ど
も
虐
待
対
策
連
絡
会
議
」
を
設
置
 
 

2
 
子
ど
も
虐
待
等
の
相
談
・
診
療
に
関
す
る
 
 

協
力
基
幹
病
院
の
継
続
登
録
と
公
表
 
 

子
ど
も
虐
待
等
の
相
談
・
診
療
に
関
す
る
協
力
基
幹
 
 

病
院
（
以
卜
「
協
力
基
幹
病
院
」
と
い
う
。
）
 
は
、
通
告
 
 

が
雉
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
を
 
 

円
滑
に
関
係
機
関
に
連
絡
し
、
．
関
係
機
関
と
連
撲
し
児
 
 

童
の
安
全
を
確
保
す
る
な
ど
、
丁
ど
も
虐
待
防
止
に
寄
 
 

ト
リ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
特
別
委
員
会
に
お
い
 
 

て
検
討
し
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
今
園
的
に
も
例
を
見
ず
、
 
 

協
力
基
幹
病
軋
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
な
し
 
 

得
7
甘
も
の
で
あ
る
が
、
協
力
策
幹
病
院
は
、
今
後
の
本
 
 

県
の
医
療
分
野
に
お
け
る
子
ど
も
虐
待
防
止
対
策
の
中
 
 

核
的
機
能
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
機
関
登
録
 
 

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
 
 
 

な
お
、
登
録
後
は
、
地
域
の
医
療
機
関
や
児
童
関
連
に
 
 

問
わ
る
関
係
楼
閣
・
者
と
り
一
層
の
連
携
を
推
進
す
る
た
 
 

め
■
、
当
該
病
院
名
の
積
極
的
な
公
表
が
必
愛
で
あ
る
、
J
 
 

し
、
具
体
的
な
f
ど
も
虐
待
へ
の
対
応
雷
例
呵
検
詔
や
子
 
 

ど
も
虐
待
防
止
に
向
け
た
研
修
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
 
 

る
が
∵
急
増
す
る
子
と
も
虐
待
闇
選
に
早
急
に
対
応
す
る
 
 

た
め
に
は
、
そ
り
習
と
な
る
「
子
ど
も
虐
待
対
策
連
絡
会
 
 

議
」
 
の
継
続
聞
膵
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
ハ
一
 
 
 

ま
た
、
連
絡
会
議
が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
 
 

・
連
結
会
議
の
運
営
を
総
括
す
る
事
務
局
の
役
割
が
卓
要
 
 

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
県
医
師
会
に
お
い
て
担
っ
て
い
 
 

た
だ
く
こ
と
を
お
餅
い
し
た
い
一
ソ
 
 

（
地
域
琴
原
謝
し
 
 

と
 
き
 
 
 

と
こ
ろ
 
 

J
P
P
N
W
理
事
会
・
総
会
及
び
 
 

広
島
県
支
部
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ
 
 

と
 
き
 
 
 

と
こ
ろ
 
 

と
 
き
 
 
 

と
こ
ろ
 
 

J
P
P
N
W
■
魔
会
 
 

同
口
 
午
後
4
時
2
5
分
1
5
時
4
5
分
 
 
 

同
会
議
室
 
 

（
国
際
（
ス
流
l
害
 
 

J
P
P
N
W
理
事
会
 
 
 

4
月
帽
日
．
田
 
下
後
3
時
～
4
蒋
 
 

広
見
医
師
会
舘
 
6
階
第
1
（
蓋
鱒
二
土
 
 

広
島
県
支
部
総
会
 
 

同
口
 
†
綾
4
轄
l
U
へ
〃
～
4
将
器
分
 
 

同
会
諒
声
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別席6  

広島県地域保健対策協議会  

児童虐待対策特別委員会  
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別添7  

どもた二竜  喝業麹慨塊庵働墓  
子育て支援デンタルネグレクトからの気付き  

平成17年3月  

社団法人広島県歯科医師会  
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